
理事会、評議員会・支部長会議、全国支部長顧問・

参与会議  

 令 和 元 年 7 月 6 日 、福 岡 市 の 福 岡 サ ン パ レ ス ホ テ ル ＆ ホ ー ル に

お い て 開 催 さ れ た 。 梅 雨 時 で も あ り 、 直 前 に は 南 九 州 が 大 雨 に 見

舞 わ れ る な ど 、 延 期 を 余 儀 な く さ れ た 昨 年 の 例 が 思 い 出 さ れ て 心

配 さ れ た が 、 幸 い 当 日 は 好 天 に 恵 ま れ た 。  

[第 2 9 回 理 事 会 ]   

 1 4 時 開 催 。 石 川 会 長 、

相 良 名 誉 会 長 以 下 5 人 の

副 会 長 、2 人 の 常 務 理 事 、

4 人 の 理 事 、 2 人 の 監 事

が 出 席 し て 、 平 成 3 0 年

度 の 事 業 報 告 、 決 算 、

2 0 1 9 年 度 事 業 計 画 、予 算

を 審 議 し 、 評 議 員 会 に か

け る こ と が 了 承 さ れ た 。  

 

[第 11 回 評 議 員 会 ・ 支 部 長 会 議 ]  

理 事 会 の 審 議 を 受 け て 1 5 時 か ら 開 催 さ れ た 。 来 賓 と し て 大 崎

美 泉 経 済 学 部 長 に ご 出 席 い た だ き 、 全 国 か ら 集 ま っ た 参 与 、 支 部

長 が 加 わ っ て 、 4 3 名 で 開 催 。速 杵・国 東 支 部 の 吉 良 正 英 支 部 長 が

議 長 を 勤 め 、 事 業 報 告 、 事 業 計 画 、 予 算 既 定 の 一 部 改 正 、 三 浦 副

会 長 が 会 長 代 行 に 就 任 す る 人 事 案 件 等 が 承 認 さ れ た 。 1 0 0 周 年 記

念 事 業 計 画 に つ い て も 承 認 。  

会 議 で は 活 発 な 議 論 、 提 案 、 報 告 等 が な さ れ た 。 運 営 資 金 か ら

の 繰 り 入 れ を 抑 制 す る た め に も 支 部 の 基 礎 を 固 め る こ と 、 す な わ

ち 若 手 ・ 中 堅 の 会 員 増 を 図 る こ と が 大 切 、 東 京 四 極 会 で は 他 学 部

の 卒 業 生 に も 呼 び 掛 け て 若 手 の 会

を 開 い た こ と 、 北 九 州 支 部 で も 他

学 部 の 参 加 を 得 て い る こ と な ど の

報 告 が あ っ た 。 支 部 総 会 の 案 内 は

S N S を 活 用 す る の が 有 効 、四 極 会

の ホ ー ム ペ ー ジ 活 性 化 に は 支 部 の

情 報 提 供 が 大 切 等 の 議 論 も さ れ た 。 



 

[第 2 回 全 国 支 部 長 顧 問 ・ 参 与 会 議 ]  

 評 議 員 会・支 部 長 会 議 と メ ン バ ー は そ の ま ま で 1 6 時 3 0 分 か ら

開 催 。 議 長 は 東 京 四 極 会 の 奥 川 隆 生 理 事 長 が 勤 め 、 3 年 後 に 迫 っ

た 1 0 0 周 年 記 念 事 業 に つ い て 議 論 さ れ た 。  

 ま ず 、 1 0 0 周 年 記 念 事 業 実 行 委 員 会 の 、 野 々 下 俊 昭 実 行 委 員 長

か ら 、 募 金 活 動 を 通 じ て 年 会 費 を 納 め る 会 員 の 増 加 を 図 ろ う と 挨

拶 。  

記 念 募 金 推 進 小 委 員 会 の 玉 井 鉄 之 委 員 長 は 、 現 状 の 募 金 実 績 を

踏 ま え て 、 募 金 額 と と も に 募 金 者 の 数 を 広 げ る 必 要 性 を 訴 え 、 法

人 募 金 を 含 め た 今 後 の 募 金 計 画 に つ い て 説 明 。1 2 月 末 ま で に 目 標

の 5 0 %、 今 年 度 末 ま で に 7 0 %達 成 を 目 指 す 。  

1 0 余 名 の 支 部 長 か ら 募 金 活 動 の 方 法 、 募 金 に 掛 け る 意 気 込 み 、

今 後 の 方 針 等 に つ い て 意 見 が 出 さ れ た 。  

最 後 に 宇 都 宮 修 二 参 与 が 、 1 0 0 周 年 に 向 け て 頑 張 ろ う と 締 め く

く っ た 。  

 

 

 

 

 



 

 


